


































Harappan period）」「ハラッパー文化期（Harappan period）」「ポスト・ハラッパー文化期（post-Harappan 
period）」あるいは「後期ハラッパー文化期（Late Harappan period）」（Wheeler 1968 など）、また
は「先都市期（pre-Urban phase）」「都市期（Urban phase）」「ポスト都市期（post-Urban phase）」（Possehl 
















　なお、「初期ハラッパー文化期（Early Harappan period）」については「初期インダス文明期（Early 






















































スターン研究所考古学科との共同調査を 2005 年度から開始し、2008 年度まで 4 ヶ年にわたる
発掘調査を実施した（発掘隊長 J.S. Kharakwal 准教授）。一方、ギラーワル遺跡とファルマーナー
遺跡はハリヤーナー州ローフタク県に所在し、ギラーワル遺跡では先文明期の集落址を、ファ
ルマーナー遺跡では文明期に形成されたマウンドと墓地において発掘調査を実施している。デ
カン大学考古学科との共同調査で V.S. Shinde 教授を調査隊長とする。詳細については、すでに
プロジェクトで出版している Occasional Paper: Linguistics, Archaeology and the Human Past に概報を公
表しているのでそちらを参照されたい（Kharakwal et al. 2007, 2008; Shinde et al. 2008a, 2008b）。
　また、ローフタク大学歴史学科と共同で、ポスト文明期からその後の彩文灰色土器文化期



















　遺跡の緯度・経度については、その数値を網羅的に集成した先行研究として G. Possehl の ‘Indus 











　発掘調査年度については、インド・パキスタンでは例えば 2009 年度の調査を 2009-10 と表
記する場合が多い。インドでの事情について記すと、インド政府考古局から調査申請者・機関
への許可の交付が 11 月から 12 月で、翌年の 9 月まで有効とされる。結果として、調査年度の
表記が 2009-10 のように 2 ヶ年をまたぐかたちとなっている。ただし、本書では表記の便宜上、






  ASI = Archaeological Survey of India
  ASIAR = Archaeological Survey of India - Annual Report (ASI, New Delhi)






Ute Franke 氏（Museum für Islamische Kunst, Berlin）、Roland Besenval 氏（Centre national de la recherche 
scientiﬁque/Délégation archéologique française en Afghanistan）、Randall Law 氏 (University of Wisconsin-
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